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チャレンジ外国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
親
子
を
応
援
す
る

多
文
化
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

愛
知
県
犬
山
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ズ

国
際
理
解・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に

取
り
組
む

　
愛
知
県
犬
山
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
シ

ェ
イ
ク
ハ
ン
ズ
は
、
主
に
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
親

子
の
支
援
を
通
し
て
国
際
理
解
・
協
力
、
多
文
化
共

生
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
は
、
平
成
11
年
に
前
身
団
体
と
な
る
国
際

理
解
・
協
力
グ
ル
ー
プ
の
「
ま
ち
か
ど
の
泉
」
に
始

ま
り
、
平
成
17
年
の
日
本
国
際
博
覧
会
「
愛
・
地
球

博
」
で
出
会
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
任
意
団
体

「
シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ズ
」
を
発
足
。
活
動
の
な
か
で
犬

山
市
に
在
住
す
る
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
と

出
会
い
、
在
住
外
国
人
支
援
と
多
文
化
理
解
へ
の
活

動
を
開
始
し
、
平
成
21
年
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し

て
い
る
。

　
主
な
活
動
は
、
外
国
籍
の
子
ど
も
を
中
心
に
、
多

様
な
困
難
を
抱
え
る
日
本
人
の
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
と
日
本
語
教
育
・
学
習

支
援
の
場
「
寺
子
屋
」
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
外

国
に
つ
な
が
る
親
子
と
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
多
文
化
共
生
・
多
世
代
交
流
の

場
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
と
、
地
域
の
た
ま
り

場
と
な
る
地
域
資
源
カ
フ
ェ
を
運
営
し
、
収
穫
し
た

野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

　
犬
山
市
に
在
住
す
る
外
国
人
の
状
況
や
課
題
に
つ

い
て
、
代
表
理
事
の
松
本
里
美
氏
は
次
の
よ
う
に
語

る
。

　「
愛
知
県
は
製
造
業
の
大
規
模
工
場
が
あ
り
、
在

日
外
国
人
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
多
く
、
日

本
語
の
教
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
９
０
０
０
人

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
拠
点
の
犬
山
市
は

外
国
人
散
在
地
域
で
あ
り
、
集
住
地
域
の
あ
る
豊
田

市
、
名
古
屋
市
な
ど
に
比
べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
い
も
の
の
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
と
く
に
外
国

に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
は
、
学
齢
期
に
至
る
ま
で

の
日
本
語
運
用
能
力
や
生
活
環
境
に
問
題
が
あ
り
、

小
学
校
の
入
学
時
に
言
語
や
精
神
面
の
発
達
で
日
本

人
の
子
ど
も
と
格
差
が
生
じ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
の

学
校
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
日
本
語
教
育

や
学
習
支
援
の
必
要
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
親
も
子
育
て
や
生
活
に
関
す
る
支
援
・
制
度

な
ど
の
情
報
を
も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
孤
立
化
や
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
漏
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
現
実

が
あ
り
ま
す
。
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
と
日
本
人

の
子
ど
も
が
一
緒
に
学
習
や
交
流
を
し
、
一
緒
に
育

つ
こ
と
は
、
多
文
化
共
生
の
理
解
が
深
ま
る
点
に
お

い
て
も
、非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
以
下
、「  

」
内
は
松
本
代
表
理
事
の
説
明
）。

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行
う
社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、
国
庫
補

助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が

地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う
民
間
の

創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に
対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営
利
活

動
法
人
シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ズ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　外国につながる親子へのサポートを
強化することを目的とした「多文化子
育てサロン」を尾張北部地域の関係機
関とネットワークを構築し、協働して
開催したことから、市内だけでなく近
隣市町へ広げての事業展開ができまし
た。他地域への広がりを後押しできた
ことは高く評価できます。
　また、日本語教育・学習支援の場「寺
子屋」は、市内の小中学校を通じて案
内を配布できたことなど、教育機関を
巻き込み円滑に事業を実施できたこと
は特筆すべき点といえます。
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外
国
に
つ
な
が
る

親
子
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化

　
同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
尾
張
北
部
地
域
、
多
文
化
子
育
て
応
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
尾
張
北
部
地
域
の
関
係
団
体
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
通
し
て
、
外
国
に
つ
な
が
る

親
子
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

①
日
本
語
・
学
習
支
援
の
場
「
寺
子
屋
」、
②
尾
張

北
部
地
域
の
多
文
化
子
育
て
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
③
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
を
実
施
し
た
。

　「
外
国
人
集
住
地
域
は
、
行
政
の
目
が
届
き
や
す

く
施
策
や
サ
ー
ビ
ス
が
手
厚
い
の
に
対
し
、
同
じ
県

内
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
散
在
地
域
で
は
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
届
け
ら
れ
る
情
報
量
が
少
な

く
、
住
民
の
理
解
も
低
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事

業
で
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
日
本

語
教
育
・
学
習
支
援
に
加
え
、
尾
張
北
部
地
域
の
関

係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
定
期
的
に
情

報
共
有
や
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
協
働
し
て

子
育
て
や
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
対
応
を

行
う
『
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
』
を
各
地
域
で
開
催

し
、
困
難
を
抱
え
る
外
国
に
つ
な
が
る
親
子
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
強
化
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

学
習
の
場
と
居
場
所
と
し
て
の

機
能
を
両
立

　
日
本
語
・
学
習
支
援
の
場「
寺
子
屋
」は
、法
人
事

務
所
と
地
域
資
源
カ
フ
ェ
の
入
る
建
物
の
2
階
の
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
、

毎
週
水
曜
日
・
土
曜

日
の
放
課
後
の
時
間

帯
に
実
施
し
た
。

　
対
象
は
、
犬
山
市
に
在
住
す
る
外
国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
を
中
心
に
、
家
庭
で
の
学
習
環
境
が
整
い
に

く
い
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
と
し
た
。「
寺
子
屋
」

の
周
知
方
法
で
は
市
内
の
小
中
学
校
の
校
長
会
・
教

頭
会
な
ど
で
事
業
説
明
を
行
い
、
学
校
を
通
じ
て
案

内
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
寺
子
屋
」
の
支
援
体
制
で
は
、
専
従
の
指
導
者

2
人
に
加
え
、
毎
回
2
～
3
人
の
指
導
補
助
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
宿
題
を
中
心

に
子
ど
も
た
ち
の
学
習
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
た
個
別
指

導
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
指
導
補
助
者
を
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
指
導
者
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
に
依
頼
し
た

こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
と
ノ
ウ
ハ
ウ
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週 2 回 開 催
した「寺子屋」
に は、23 人

（うち外国人
3 人）の子ど
もが継続的に
参加した

学習の場と居場
所の両立のため、
日本語教育や学
習支援だけでな
く、食事会やキャ
ンプなどの体験
活動も行った

特定非営利活動法人シェイクハンズ
尾張北部地域、多文化子育て応援ネットワーク
づくり事業

令和元年度事業

助成額
230万2千円

【事業概要】
外国にルーツをもつ親子を対象に、学習支援・日本語教育を行う「寺
子屋」や「多文化子育てサロン」を運営するとともに、尾張北部地域
の外国人支援や子育て支援、日本語教育などの関係団体とのネットワ
ークづくりを通して広域での多文化子育ての連携体制を構築する事業

【実施内容】
◆�日本語・学習支援の場「寺子屋」
外国につながる子どもや多様な
困難を抱える子どもを対象に、
学習支援や日
本語教育、体
験学習を実施

◆�尾張北部地域の多文化子育て応
援ネットワークづくり
尾張北部地域の外国人支援、子
育て支援、日本語教育などの関
係団体と支援ネットワークを構築
し、外国にルーツをもつ親子へ
のサポートを強化

◆�多文化子育てサロン
構築したネットワークの関係団
体と協働し、各地域で子育て支
援等の情報提供を行う「多文化
子育てサロン」を開催

事業概要

【成果】
◆全76回開催した「寺子屋」は、23人（うち外国
人3人）の子どもが参加した。

　学習だけでなく、食事会や体験学習など行い、
居場所としての役割を果た
すことで出席率は 90％を
超え、外国につながる中学
生の公立高校入学や、日本
語能力検定N2（2級）への
合格につながった

◆外国につながる親子へのサポートを強化するた
め、尾張北部地域の外国人支援、子育て支援、
日本語教育など20団体からなる多文化子育て
ネットワークを構築した

◆「多文化子育てサロン」は、ネットワークの関
係機関と協働して、犬山市（8回）、江南市（5
回）、小牧市、大口町（各1回）で計15回開催し、
延べ 206組（うち外国人親子132組）の親子
が参加した

　サロンでは、外国人、日本人親子ともに多くの
参加があり、子育ての情報提供や情報交換だけ
でなく国籍を超えた交流が行われた
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を
活
用
し
な
が
ら
、
学
習
の
場
と
居
場
所
の
両
立
を

図
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
と
の
関
わ
り
と
し
て
、
小
学
生
に

対
し
て
は
活
動
後
に
保
護
者
が
迎
え
に
来
る
こ
と
を

利
用
の
要
件
に
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
活
動
時
の
様

子
を
伝
え
た
り
、
保
護
者
の
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談

に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
と
の
関
係
性
を
築

く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　「
寺
子
屋
」
の
助
成
期
間
中
の
支
援
実
績
（
令
和

元
年
5
月
～
令
和
2
年
3
月
）
は
、
23
人
（
う
ち
外

国
人
3
人
）
の
子
ど
も
が
参
加
し
、
ほ
と
ん
ど
の
参

加
者
が
欠
席
す
る
こ
と
な
く
、
出
席
率
は
90
％
を
超

え
た
と
い
う
。

　「
継
続
的
な
参
加
に
つ
な
が
っ
た
理
由
と
し
て『
寺

子
屋
』
は
学
習
塾
で
は
な
い
の
で
、
和
や
か
な
雰
囲

気
が
あ
り
、
勉
強
以
外
に
も
参
加
者
同
士
が
一
緒
に

食
事
を
す
る
機
会
を
つ
く
っ
た
り
、
連
携
す
る
地
域

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
う
『
多
文
化
体
験
キ
ャ
ン
プ
』
に
参

加
す
る
な
ど
体
験
活
動
も
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
自
宅
や
学
校
で
も
な

い
＂第
3
の
居
場
所＂
の
よ
う
に
感
じ
て
も
ら
え
た
こ

と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
小
学

校
10
校
と
中
学
校
4
校
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
異
な
る
学
校
の
子
ど
も

同
士
が
一
緒
に
勉
強
や
交
流
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」。

　「
寺
子
屋
」
に
継
続
し
て
参
加
す
る
こ
と

で
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
中
学
生
が
、
希

望
す
る
公
立
高
校
や
日
本
語
能
力
検
定
Ｎ

２
（
２
級
）
に
合
格
す
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
と
い
う
。

地
域
の
関
係
機
関
と「
多
文
化
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
築

　
外
国
人
親
子
が
抱
え
る
困
難
の
解
消
を

図
り
、
安
定
し
た
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
連
携
体
制
づ
く
り
で
は
、
尾
張

北
部
地
域
（
犬
山
市
、
小
牧
市
、
江
南
市
、

大
口
町
、
扶
桑
町
の
3
市
2
町
）
の
関
係

機
関
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
外
国
人
支
援
、

子
育
て
支
援
、
日
本
語
教
育
機
関
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
20
団
体
・
個
人
か
ら
な
る
「
多
文

化
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
た
。

　
定
期
的
に
開
催
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
で
は
、
行
政
区
を
超
え
た
情
報
共
有
・

交
換
を
行
い
、
各
市
町
に
住
む
外
国
人
の
状
況
や
子

育
て
環
境
、
施
策
の
違
い
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、今
後
の
支
援
を
行
う
う
え
で
の
参
考
と
し
た
。

　「
地
域
に
よ
っ
て
多
い
国
籍
は
異
な
る
の
で
す
が
、

例
え
ば
、
小
牧
市
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
集
住
地
域
が

あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
圧
倒
的
に
多
い
の
に
対
し
、

犬
山
市
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
公
用
語
と
す
る
ペ
ル
ー
人

が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
活
動
の
な
か
で

依
頼
の
あ
っ
た
母
国
語
の
通
訳
を
探
す
と
き
に
も
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、各
地
域
で
不
足
す
る
人
材

を
派
遣
し
あ
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
が
も

つ
強
み
や
得
意
と
す
る
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
互
い
に

教
え
あ
う
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
補
い
あ

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」。

「
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を

各
地
域
で
開
催

　
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
機
関
と
協
働
し

て
、
子
育
て
や
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
対

応
を
行
う
「
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
、
犬
山
市

（
8
回
）、
江
南
市
（
5
回
）、
小
牧
市
、
大
口
町
（
各

1
回
）
で
開
催
し
た
。

　
外
国
人
親
子
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
人
親
子
も
対

象
に
す
る
こ
と
で
、
国
籍
・
民
族
・
文
化
の
違
い
を

越
え
、
互
い
に
助
け
あ
う
関
係
性
を
つ
く
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
計
15
回
の
開
催
で
、
外
国
人
親
子

１
３
２
組
と
日
本
人
親
子
74
組
の
延
べ
４
４
１
人
が

参
加
し
た
。

　「『
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
』
は
、
保
育
所
を
通
じ

て
広
報
を
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
が
し
っ
か
り
と
届

け
ら
れ
た
こ
と
や
、
こ
の
よ
う
な
場
が
少
な
く
ニ
ー

ズ
自
体
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
外
国
人
・
日
本
人
に
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尾張北部地域の多様な関係機関と協働して開催した「多文化子育てサロン」（全
15 回）では、子育てや生活に関する情報提供、相談対応のほか、遊びやモノ
づくり等を通して参加者同士が交流しながら子育ての楽しさや不安などについ
て話しあった
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
限
ら
ず
、
多
く
の
親
子
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
市
町
村

が
開
催
す
る
0
～
3
歳
児
を
対
象
に
し
た
子
育
て
サ

ロ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
平
日
に
開
催
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
れ
で
は
働
い
て
い
る
親
は
参

加
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
日
曜
日
に
開
催
し

て
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
大
き
い

と
思
い
ま
す
」。

　「
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
」
で
は
、
子
育
て
、
生

活
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
対
応
の
ほ
か
、
毎
回

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
参
加
し
た
親
子
が
モ
ノ
づ
く
り

や
調
理
、
遊
び
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
参
加
し
た

親
子
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
楽
し
さ
や

不
安
な
ど
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン

の
開
催
時
に
は
、
子
ど
も
の
見
守
り
を
す
る
託
児
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
活
動
に
参

加
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
た
。

　
サ
ロ
ン
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
外
国
人
と
日
本
人

親
子
が
仲
良
く
な
り
、
日
常
生
活
で
の
交
流
に
つ
な

が
っ
た
親
子
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

国
籍
・
文
化
を
越
え
、

助
け
あ
え
る
関
係
性
に
つ
な
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
構
築
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
関
係
機
関
と
協
働
し
、
各
地
域
で
「
多
文
化

子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育

て
や
生
活
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

参
加
し
た
親
子
が
国
籍
・
文
化
を
越
え
、
助
け
あ
え

る
関
係
性
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
同
士
が
連
携
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
機
関
が
一
堂
に
会

し
て
情
報
共
有
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
多
文
化
が
背
景
に
あ
る
親
子

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
継

続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
関
係
機
関
に
と

ど
ま
ら
ず
、
行
政
や
企
業
な

ど
も
巻
き
込
み
な
が
ら
活
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、外
国
人
・

日
本
人
に
関
係
な
く
、
子
育

て
や
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　
地
域
の
関
係
機
関
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
多
文

化
子
育
て
の
支
援
を
行
う
同

法
人
の
取
り
組
み
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　令和元年度の助成事業では、尾張北部
地域の関係機関とネットワークを構築
し、外国につながる親子へのサポートを
強化することができました。今後は事業
を継続していくためにも、1 法人では
なく連合体でもよいので行政の予算化に
向けた働きかけをしていきたいと考えています。
　当法人は他団体の助成事業を活用した経験がありますが、
WAM 助成は助成額が大きく、状況の変化により事業計画の
変更を相談した際にも柔軟に対応していただきました。また、
WAM 助成の支出管理システムは、金額等を打ち込むとそのま
ま報告書類に反映されるのですが、当法人は専属の事務職員を
配置できていないので事務処理の負担が少なく、問い合わせが
あった際にも、すぐに確認できるので非常に助かっています。

特定非営利活動法人シェイクハンズ

代表理事　松本  里美氏

行政の予算化に向けて

〒484−0861　愛知県犬山市若宮 80−4
T E L： 0568−39−5266
F A X： 0568−48−1533
U R L： https://shake-hands.jp/
設　　立：平成 21 年 4 月
代表理事：松本　里美

◆団体概要
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親子が一緒にリズム遊びのプログラムを行う様子
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